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研究成果の概要（和文）：本研究課題では、社会認知スキルトレーニング日本版を開発した。介入マニュアルな
どを邦訳するとともに日本人の演者による動画素材を作成し、さらに、日本版独自のホームワーク課題を追加し
てプログラムを完成させた。また、効果判定尺度の1つとしてReading the Mind in Films検査日本語版を作成
し、社会認知機能尺度としての妥当性を確認した。その上で、統合失調症患者と自閉スペクトラム症成人を対象
とする多施設ランダム化比較試験を実施し、47名を組み入れて治療介入および効果判定評価を完了した。今後、
データ解析を進め、社会認知機能および社会適応の改善効果や改善の予測因子などについて順次公表する。

研究成果の概要（英文）：In this project, we developed the Japanese version of social cognitive 
skills training. We translated the intervention manual and other materials into Japanese, created 
video materials with Japanese actors, and added homework assignments unique to the Japanese version 
to complete the program. In addition, the Japanese version of the Reading the Mind in Films Test was
 developed as one of the measures of efficacy evaluation, and its validity as a measure of social 
cognition was confirmed. We conducted a multicenter randomized controlled trial for people with 
schizophrenia and/or autism spectrum disorders, and completed the intervention and evaluation with 
47 participants. Data analysis will be conducted to determine the effects of the intervention on 
social cognition and functioning, as well as the predictors of improvement.

研究分野： 臨床心理学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究課題で開発したReading the Mind in Films検査は、社会認知機能障害を抱える人たちの治療・支援にお
けるアセスメントや介入研究の効果判定、または、社会認知と視聴覚統合に関する研究などに利用することが可
能である。また、統合失調症患者と自閉スペクトラム症成人の社会認知機能障害の同質性を示す結果は、社会認
知スキルトレーニングを自閉スペクトラム症者に応用することの妥当性を支持するものであり、その有用性が期
待される。一方で、同介入が両群に及ぼす効果が異なった場合は、両臨床群の社会認知機能障害の性質の違いに
関する知見を提供し、それぞれへの有効な介入法の開発に寄与すると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
統合失調症（Schizophrenia: SCZ）の臨床症状は薬物療法によって治療できるようになったが、症
状が安定した後にも広範な認知機能障害が残存し、患者の社会参加には依然として大きな困難
がある。近年、SCZ の主な特徴の中で社会認知機能の障害が社会適応の困難を最もよく説明する
ことが明らかになり（Fett et al., 2011）、社会適応の促進効果を期待して、社会認知トレーニング
の開発と効果検証が進められている。わが国でも社会認知トレーニングが利用されるようにな
ったが、日本人への適用性は明らかにされておらず、検証すべき課題である。 
 社会認知機能の障害は、自閉スペクトラム症（Autism Spectrum Disorders: ASD）の中核的な特
徴であり、SCZ の場合と同様に、社会適応困難の強力な予測因子であることが報告されている
（Otsuka et al., 2017）。SCZ と ASD は遺伝学的・神経生物学的な共通点が多いことから（de Lacy 
& King, 2013）、SCZ 患者を対象に科学的根拠が示されている介入プログラムを ASD 者に応用す
ることは有望であると考えられる。成人期に診断されることも多い高機能 ASD 者への治療・支
援方法は十分に確立されておらず、社会適応を促す介入プログラムの開発は喫緊の課題である。
SCZ 患者と ASD 者には、メンタライジング、感情知覚および社会的知覚の障害が共通しており、
SCZ 患者を対象にそれらの改善効果が確認されている社会認知スキルトレーニング（Social 
Cognitive Skills Training: SCST; Horan et al., 2009, 2011）の有用性が期待される。 
 
２．研究の目的 
本研究課題の目的は、SCST の日本版プログラムを開発し、厳密な方法によって日本人の SCZ 患
者への有効性を確認するとともに、SCZ と共通して社会認知機能の障害を有する ASD 成人にも
同一プログラムを応用し、その有用性を検討することである。さらに、介入終了後のフォローア
ップ評価の実施により、SCST 開発者らの先行研究では未検討であった社会適応の促進効果を検
証する。本研究の遂行により、わが国における心理社会的治療の選択肢を広げ、SCZ 患者および
ASD 成人の社会参加の促進と福祉の増進に寄与することを目指す。 
 
３．研究の方法 
SCST の日本版プログラムを開発し、SCZ 患者および ASD 成人を対象にランダム化比較試験
（RCT）を実施して、その適用と効果の範囲を検証する。厳密に効果判定を行うために、評価者
を盲検化する。また、対照群も心理社会的治療を受けられるように、精神科デイケア利用者を対
象とする。効果判定は、介入前（ベースライン）、介入後、および、介入終了から６週間後のフ
ォローアップ時点の 3 回実施し、社会認知機能、神経認知機能、社会適応、臨床症状を評価する。
介入実施機関は、当初、京都大学医学部附属病院のみの予定であったが、多施設 RCT に計画を
変更し、まるいクリニック、洛南病院を加えた 3 つの医療機関において研究参加者の組み入れお
よび介入を行った。また、本 RCT における効果判定尺度の 1 つとして、Reading the Mind in Films
（RMF）検査の日本語版を作成し、一般大学生を対象にデータを取得し、社会認知機能評価尺度
としての妥当性について検討した。 
 
４．研究成果 
本研究では、SCST の日本版プログラムを開発し、SCZ 患者および ASD 成人を対象とした多施
設 RCT を実施した。また、本 RCT における効果判定尺度の 1 つとして RMF 日本語版を作成し
た。さらに、それを含めた社会認知機能検査バッテリーを用いて、RCT に参加した SCZ 患者と
ASD 成人の成績を比較し、SCST の ASD 成人への応用に関する妥当性を検討した。 
 
(1) 社会認知スキルトレーニング SCST 日本版の開発と効果検証 
SCST の開発者である William P. Horan 氏（カリフォルニア大学ロサンゼルス校）から介入マニ
ュアルとパワーポイントスライドの提供を受け、許可を得てそれらを邦訳した。SCST は、社会
認知機能を標的とする集団療法プログラムであり、パワーポイントスライドには感情を表す顔
写真・動画や社会的場面の動画が非常に多く埋め込まれている。前者には様々な人種が含まれて
いるためそのまま使用したが、後者については日本人の演者で新たに撮影し、55 本の動画を作
成した。スライドや動画の内容については、日本の文化的背景に合わせて適宜修正を行った。さ
らに、社会認知スキルの習慣化を促し、介入効果を日常生活場面に般化させるために、代償的認
知トレーニング（松井・大塚, 2016; Otsuka et al., 2015; Twamley et al., 2012）を参考に独自のホー
ムワーク課題を作成した。その後、健常成人を対象とした模擬介入を経て、日本人に適用可能な
介入プログラムを完成させた。なお、本研究では、12 週間（24 セッション）の SCST 原版の日
本版プログラムを作成したが、RCT では 6 週間（12 セッション）の短縮版プログラムを採用し
て実施した。日本版プログラムの概要については、日本心理臨床学会第 40 回大会で報告した。 
 RCT の実施は、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）流行の影響もあり、当初の予定より
遅れたが、研究期間中に 47 名（SCZ 21 名、ASD 23 名、両方 3 名；介入群 24 名、対照群 23 名）
の研究参加者を組み入れ、全ての治療介入を終了した。効果判定評価については、フォローアッ



プ評価も含めて 2022 年 5 月に完了したところである。感染症流行への対策として、研究活動の
制限や研究のフィールドである精神科デイケアにおける利用時間や人数の制限など様々な制限
が行われたが、単施設の計画から多施設 RCT に研究を拡張し、感染予防について十分に対策を
行いながら慎重かつ着実に研究を進めることにより、概ね予定通り RCT を完遂することができ
た。RCT の途中であったため解析は行っていないが、日本心理臨床学会第 40 回大会において、
10 名（介入群 6 名、対照群 4 名）分の記述統計データの一部を報告した。今後、全参加者 47 名
分の反復測定データの統計解析を行い、社会認知機能および社会適応の改善効果を検証する。ま
た、診断名を含む基本情報やベースライン評価における認知機能検査成績などを用いて、改善を
予測する個人内要因を特定する。加えて、トレーニングにおいて毎回実施した満足感や理解度に
関するアンケート結果と出席率などから、実施可能性について評価する。2022 年度中に、本 RCT
に関する成果を論文にまとめて投稿する予定である。 
 

(2) Reading the Mind in Films 検査日本語版の開発 
RCT における効果判定尺度の 1 つとして、社会的知

覚の改善効果を評価するために、RMF 日本語（吹替）

版を作成した。RMF は、映画の一場面をみて登場人

物の心的状態を 4 つの選択肢から回答する検査であ

り、22 項目で構成される。本研究では、一般大学生

31 名を対象に、RMF における視聴覚情報処理（音声

なしの第１試行で不正解だった項目の内、第２試行

で音声が追加されたことにより正答になった項目

数）、基礎的な視聴覚統合（Sound Induced Flash 
Illusion: SIFI）、自閉症スペクトラム指数（AQ）で測

定した ASD 特性との関連性を検討した。性別と年

齢、視覚の時間分解能（SIFI との関連をみる場合）

を制御変数とした偏相関分析の結果、AQ と RMF の

間の有意な負の偏相関（p = .038）、および、RMF と

SIFI との間の正の偏相関の傾向（p = .091）が示された（図１）。これらの結果は、ASD 特性が高

く、特に社会的コミュニケーションに困難を感じやすい人は、視聴覚情報を統合して他者の感情

や意図を読み取ることが苦手であることを意味しており、その背景には、基礎的な多感覚情報処

理の特徴がある可能性を示唆している。この知見は、RMF 日本語版の社会認知機能評価尺度と

しての妥当性を支持するものである。 
 以上の研究成果を、日本発達心理学会第 32 回大会で報告した。また、ASD 者の多感覚情報処

理の特徴とそれに注目した介入に関する文献レビューを行い、多感覚情報処理の発達を促進す

る介入が ASD 者の社会認知および社会機能の改善に役立つ可能性があること、感情知覚におけ

る顔、声、身振りなどの多感覚情報の統合に注目した SCST の ASD 者への応用が有望であるこ

とを考察した（Kawakami & Otsuka, 2021）。 
 
(3) SCZ 患者と ASD 成人における社会認知機能障害の共通性と独自性 
RCT 参加者のベースライン評価のデータを解析し、SCZ 患者と ASD 成人において社会認知機能

障害の性質に違いがあるかを検討した。年齢と推定 IQ を基準に数名を除外し、SCZ 群 19 名（女

性 14 名、平均年齢 45.1 歳、推定 IQ 97.4）、ASD 群 23 名（女性 6 名、平均年齢 34.8 歳、推定 IQ 
99.4）の社会認知機能検査の成績を比較した結果、表情認識検査（d = 0.10）、瞬間表情認識検査

（d = 0.22）、目から心を読むテスト（d = -0.06）、RMF（d = -0.22）のいずれにおいても有意差は

認められず、性質の違いは示されなかった。この結果は、SCZ 患者の社会認知機能障害を標的と

して開発された SCST を ASD 成人に応用することの方法論的妥当性を支持するものである。以

上の研究成果を、第７回 CEPD 研究会で報告した。今後、SCST による社会認知機能の改善効果

を両疾患群で比較することで、その性質の違いについてさらに検討を行う。 
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